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岐阜赤十字病院女性職員における血中ビタミン D濃度の再検討 

中村重徳,石森正敏,水谷保彦,竹林悦子,大野種子,宮部将幸 

岐阜赤十字病院医学雑誌 34(１),3-11, 2023 

Abstract：女性職員 371 名(内 10 名は妊娠中)の血中 25-ヒドロキシビタミン D,25(OH)D を

測定し,2年前の女性職員364名(内6名は妊娠中)との比較などを行った.非妊娠群の検討で

は今回の 25(OH)D は中央値 17.7ng/mL(範囲 5.8-46.5),2 年前は中央値 11.6ng/mL(範囲

4.1-36.6)であった.ビタミン D充足[25(OH)D≧30ng/mL],不足[30ng/mL>25(OH)D≧20ng/mL],

欠乏[20ng/mL>25(OH)D]の頻度は前回それぞれ 1.7%,4.2%,94.1%であったのが,今回はそれ

ぞれ8.6%,31.9%,59.5%と改善したが,まだ十分ではなかった.2回とも検査を受けた職員288

例(両検査時,非妊娠)では今回中央値 18.9ng/mL(範囲 7.5-46.5),前回中央値 11.2ng/mL(範

囲4.1-31.3)であり,今回は有意に高値であった(p<0.0001).今回が再検査であった291名と

初回であった 70 名(共に非妊娠)の 25(OH)D の中央値はそれぞれ 18.9ng/mL(範囲

7.5-46.5),14.2ng/mL(範囲 5.8-35.1)であり,再検査群で有意に高値であった(p<0.0001).

ビタミンDおよびビタミンDを含むサプリメント(以下サプリ)を摂っている173例(非妊娠)

の 25(OH)D の中央値は 23.1ng/mL(範囲 8.9-46.5),摂っていない 188 名(非妊娠)の中央値

14.3ng/mL(範囲 5.8-31.3)であり,サプリ群で有意に高値であった(p<0.0001).なお,サプリ

服用は若年者より中高齢者で多かった.今回の妊婦10名(内4名はサプリ摂取,5名はサプリ

未摂取,1名は不明)の 25(OH)Dの中央値は16.0ng/mL(範囲 12.1-26.6),前回 6名の中央値は

11.0ng/mL(範囲 8.4-17.4)であり,今回が有意に高値であった(p=0.026).今回の検討によ

り,25(OH)の測定値を予め知ることがビタミン D 摂取の動機づけにはなっているが,年齢に

よって態度が異なっていた.中高齢者ではサプリでの摂取が比較的若年者より多かった.そ



の原因として中高齢者では骨粗鬆症への関心が若年者より高い可能性を考えている.また

妊婦や胎児の骨にとっても適切なビタミン Dの摂取が望まれるが,今回の妊婦の検討では改

善はしているが,まだ十分ではなかった.今後も継続的な指導を全職員に行なってビタミン

D の状態を改善していきたい. 

 

巨大甲状腺腫を伴った T3優位型バセドウ病 の 2手術例    

中村重徳,石森正敏,高橋 啓,丹羽真佐夫,林 昌俊  

日本病院総合診療医学会雑誌 18(4) ,268- 275,2022 

Abstract：甲状腺が極めて大きい T3 優位型バセドウ病 の 2 例(患者 1，48 歳，患者 2，54

歳)で，甲状腺全 摘を行った症例を経験したので報告する．2 例とも 男性で喫煙歴あり．

患者 1と患者 2はそれぞれ約 18 年，約 13年チアマゾールの治療歴あり．患者 2では 2ヵ

月間ヨウ化カリウムが投与されていた．受診 時，患者 1 は free T3 10.22pg/ml，free T4 

1.35ng/dl (free T3/free T4 ratio 7.57)，TSH0.007μU/ml， TRAb37.3IU/l，TSAb2，422%，

CT 像から求めた甲 状腺推定重は 435g，患者 2 はそれぞれ 23.95pg/ml， 3.10ng/dl(free 

T3/free T4 ratio 7.73),40.0IU/l，2，858%，290g であった．患者 2 ではエスケープと判

断し，ヨウ化カリウムの投与を 中止．チアマゾール増量等の治療を患者 1 では約 6 ヵ月，

患者 2 では約 7 ヵ月行った後，甲状腺全摘を 行った(摘出甲状腺重量：患者 1 は 490g，患

者 2は 330g)．両例術後，T4 補充を行なった．術後，両例 TRAb と TSAb は順調に低下した．

当院受診前，また 当院での手術前，free T3 は free T4 より相対的に高 値の T3 優位型バ

セドウ病の病態であったが，手術 後，T4 補充中であるが T3 優位は消失した 

 

バセドウ病と無痛性甲状腺炎における free T3/free T4 比の検討 

中村重徳 

岐阜赤十字病院医学雑誌 34(1),13-19,2023 

Abstract：バセドウ病 45例,無痛性甲状腺炎 23 例,正常対照 44 例で free T3,free T4,free 

T3/free T4 比等を検討した.その結果,バセドウ病の free T3(pg/mL)と free T4(ng/dL)は無

痛性甲状腺炎より統計学的に高値であった.また,3 群間で free T3(pg/mL)/free T4(ng/dL)

比に差を認めたため,各々の群間で検討した.その結果,バセドウ病の free T3/free T4 比は

無痛性甲状腺炎,正常対照より高値であったが,無痛性甲状腺炎と正常対照の間では差は認

めなかった.バセドウ病と無痛性甲状腺炎における free T3/free T4 比に対する ROC 曲線か

ら求めた free T3/free T4 比のカットオフ値は 2.770(特異度 78.3%,感度 88.9%)であ

り,AUC(area under the curve)は 0.922(95% CI:0.861-0.984)であった.これらの成績よ

り,free T3/free T4 比はバセドウ病と無痛性甲状腺炎の鑑別にある程度有用であると考え

られた.更にバセドウ病では free T3 値および free T4 値と free T3/free T4 比との間に有

意な正の関係があった.一方,無痛性甲状腺炎では両者間には有意な関係は認めなかった.

それ故,バセドウ病では free T3 値と free T4 値を考慮し,free T3/free T4 比を判断すべき



であると思われる.また,TRAb 値および TSAb 値と free T3/free T4 比の間に有意な正の関係

があり,TRAb 及び/又は TSAb がバセドウ病における free T3/free T4 比の高値に影響を与え

ている可能性が示唆された. 

 

Autosomal dominant polycystic kidney disease(ADPKD)患者に認めた甲状腺乳頭癌と

gastrointestinal stromal tumor(GIST) 
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